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た
め
の
費
用
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

３
郷
土
芸
能
発
表
会
助
成

岡
山
県
郷
土
芸
能
振
興
会
が
行
う

「郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

助
成
し
ま
す
。

４
瀬
戸
内
圏
域
文
化
振
興
助
成

広
く
瀬
戸
内
圏
域
の
伝
統
文
化
を

発
掘
す
る
と
と
も
に
、
当
該
圏
域
の

文
化
を
創
造

・
発
信
す
る
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
助
成
し
ま
す
。

５
特
定
文
化
助
成

地
域
の
文
化
振
興
に
特
に
有
益
と

認
め
ら
れ
る
記
念
的
な
文
化
事
業
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

６
国
民
文
化
祭
開
催
関
連
事
叢
助
成

岡
山
県
文
化
連
盟
の
事
業
に
助
成

し
、
地
域
の
文
化
力
向
上
を
は
か
る

も
の
で
す
。
（新
規
）

７
国
吉
康
雄
特
別
展
へ
の
鑑
賞
助
成

岡
山
市
内
の
小

。
中
学
生
等
が
国

吉
康
雄
特
別
展
を
授
業

・
学
校
行
事

と
し
て
鑑
賞
す
る
た
め
の
経
費

（送

迎
バ
ス
代
）
を
助
成
し
ま
す
。
（新
辺

調

査

研

究

事

熱

轟

饉

顧

靱

１
文
化
団
体
活
動
状
況
調
査

（新
規
）

２

国
吉
康
雄
の
調
査

。
研
究

広
報
・
啓
発
事
轟
こ
ま
群
０

文
化
発
表
会
や
文
化
講
演
会
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
を
行

っ
て

い
ま
す
。

Ｗ
周
年
記
念

‐事，鳥
轟
韓
違

記
念
講
演
の
実
施
や
財
団
設
立
１０

年
史
の
発
刊
、
教
育

。
文
化
合
同
海

外
視
察
団
の
派
遣
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（野
間
）

歳
嚢

堀
鎮

理

平
成
１８
年
度

弱
閑
副
即

②
冨
奎
田教
育
重
点
地
区
・校
へ
の
助
成
」

は
、中
学
校
区
の
小
中
学
校
が
連
携
し

て
、ま
た
は
高
等
学
校
が
「使
え
る
英
語
」

を
習
得
す
る
た
め
の
授
業
改
善
へ
の
助

成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

③

「日
中
青
年
交
流
事
業
へ
の
助
成
」

は
、県
内
Ｑ
局
校
生
を
中
国
へ
派
遣
す

る
岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会
ヘ

派
遣
費
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

④
新
規
事
業
と
し
て
次
の
助
成
を
開

始
し
ま
す
。
「学
力
。人
間
力
育
成
推

進
事
業
助
成
」
は
、学
校
の
教
育
力
・教

師
の
力
量
並
び
に
地
域
の
教
育
力
の
強

化
を
通
じ
て
児
童
生
徒
の
学
力
・人
間

力
の
豊
か
な
育
成
を
図
る
研
究
実
践

に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

３

調
査
研
究
事
業

毎
年
実
施
し
て
い
る
海
外
教
育
事

情
調
査
で
は
、教
育
委
員
会
な
ど
か
ら

椎
薦
さ
れ
た
県
内
の
先
生
方
約
２０
人

が
９
月
末
か
ら
諸
外
国
の
学
校
を
１
週

間
程
度
訪
間
し
調
査
し
ま
す
。

４

そ
の
他
の
事
業

以
上
の
他
に
も
、研
究
発
表
会
や
講

演
会
の
開
催
お
よ
び
出
版
物
の
刊
行

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
特
に
本
年
度
は

２０
周
隼
記
念
事
業
と
し
て
記
念
講
演
・

記
念
誌
の
発
刊
の
他
に
教
育
と
文
化

財
団
合
同
の
海
外
視
察
団
の
派
遣
な

ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
　

　

（赤
松
）

平
成
１８
年
度

福
武
文
化
振
興
財
団
は
、
平
成
１８

年
８
月
に
１０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
を
契
機
に
今
後
も
当
財
団
の
事
業

が
、
広
く
県
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
支
援
が
得
ら
れ
ま
す
よ
う
、
事

業
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
文

化
の
発
展
に

一
層
寄
与
で
き
る
よ
う

に
努
力
す
る
所
存
で
す
。
本
写
度
の

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表
彰
事
業
　
　
一二
糞
欅
三

福
武
文
化
賞
は
、
県
内
の
文
化
向

上
に
著
し
く
貢
献
し
た
個
人

・
団
体

に
贈
り
ま
す
。
福
武
文
化
奨
励
賞
は
、

県
内
の
文
化
向
上
に
著
し
い
貢
献
が

期
待
さ
れ
る
個
人

・
団
体
に
贈
り
ま

す
。
昨
年
度
は
、
福
武
文
化
賞
に
２

件
、
福
武
文
化
奨
励
賞
に
５
件
の
個

人

・
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

助

成

事

業

　

　

一
ヽ
攀
終
濃
強

１
文
化
沼
動
助
成

県
内
の
文
化
振
興
と
地
域
の
活
性

化
に
資
す
る
た
め
、
伝
統
的
な
文
化
、

現
代
的
な
文
化
に
か
か
わ
る
活
動
や

調
査
研
究
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

昨
年
度
は
伝
統
文
化
部
門
１８
件
、

現
代
文
化
部
門
４６
件
が
助
成
対
象
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
助
成
総

額
を
１
２
０
０
万
円
か
ら
１
５
０
０

万
円
に
増
額
し
て
行
い
ま
す
。

２
指
定
文
化
財
保
全
助
成

国
、
県
指
定
重
要
文
化
財
保
全
の

◆
例
年
に
な
く
厳
し
い
寒
さ
と
雪
害

に
堪
え
忍
ん
だ
冬
季
を
終
え
、
再
び

万
物
の
待
ち
望
ん
だ
春
が
巡

っ
て
参

り
ま
し
た
。
学
校
教
育
現
場
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
新
年
度
を
迎
え
ら
れ

新
入
学
生
の
歓
声
と
共
に
希
望
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
れ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
ご
活
躍
中
の
文
化
関
係
個

人

・
諸
団
体
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
本
年
の
活
動
計
画

な
ど
策
定
な
さ

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

◆
さ
て
、
こ
の

「不
易
」
誌
と
同
時

に
刊
行
し
ま
し
た

「第
１５
回
海
外
教

育
事
情
視
察
報
告
書
」
の
内
容
は
中

国
の
広
州
及
び
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ

に
つ
い
て
教
育
事
情
を
詳
述
し
て
お

り
ま
す
。
教
育
の
原
点
が
そ
こ
に
は

見
ら
れ
ま
す
。
是
非
ご

一
読
く
だ
さ

い
①
（ご
請
求
は
福
武
教
育
振
興
財
団
ま
で
）。

◆
本
年
８
月
に
は
教
育
財
団
創
設
２０

周
年

・
文
化
財
団
創
設
１０
周
年
を
そ

れ
ぞ
れ
迎
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
岡
山

県
内
の
教
育
と
文
化
の
振
興
と
い
う

不
易
な
部
分
を
重
視
し
つ
つ
、
従
来

に
も
増
し
て
設
立
目
的
を
達
成
す
べ

く
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま

す
。　
　
＞

今
後
と
も
ご

と
蟷
鞭
撻
を
賜

り
ま
す

お
願
い
申
し

上

（赤
松
）

福
武
教
育
振
興
財
団
は
本
年
８
月

で
２０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
平
成
１８
年

度
も
引
き
続
き
左
記
の
事
業
を
展
開

い
た
し
ま
す
。

「

表
彰
事
業

教
育
研
究
お
よ
び
教
育
実
践
で
顕

著
な
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
個
人
や
団

体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
福
武
哲
彦

教
育
賞
は
２
件
、谷
口
澄
夫
教
育
奨
励

賞
は
５
件
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２

助
成
事
業

・教
育
研
究
助
成
は
、
先
生
方
の
教
育

研
究
や
有
意
義
な
実
践
に
対
す
る
助

成
で
、総
額
は
１
２
０
０
万
円
で
す
。

・
研
究
大
会
助
成
は
研
究
発
表
会
の

費
用
を
助
成
す
る
も
の
で
、随
時
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

。
ま
た
、昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
次
の
助

成
事
業
も
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

①

「個
性
的
教
育
を
推
進
す
る
地
区
・

校
へ
の
助
成
」
は
、中
学
校
区
な
ど
の
地

区
で
、
小
中
学
校
が
連
携
し
た
り
、学

校
と
地
域
社
会
が
連
携
し
た
り
し
て
、

主
体
的
に
個
性
的
な
教
育
を
進
め
る

こ
と
へ
の
助
成
で
す
。

1表彰事業
(1)福武哲彦教育賞

(2)谷日澄夫教育奨励賞

2助成事業
(1)教育研究助成

12)研究大会助成

(3)個性的教育を推進する地区校への助成

141英語教育重点地区・校への助成

(5)英語研修助成

(61日 中青年交流事業への助成

(71平成の遣唐使助成事業 (新規)

(81特定教育助成

(91学力。人間力育成推進事業助成(新規)

(10)その他の助成

3調 査研究事業
(1)海外教育事情調査

② 県内教育事情調査

13)児童英語指導者検定システムの実施

4 広報・啓発事業
(1)教育 文化講演会

② 教育研究発表会

(3)ホームページ

5 報告書等の発干じ
(1)要覧

12)教育研究叢書

13)海外教育事情調査報告書

141珂 団機関誌『不易』

ぬ

編

集

後

記

第
２４
回
　
教
育
。文
化
講
演
会
蘇峨潮僚赫即触剛
主
催

の
が
塑
造
で
す
。

彫
刻
制
作
の
中
に
精
神
の
自
由
と
い

う
も
の
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
無
我
夢
中
で
何
か
に
集
中
し
て
い
る

と
き
で
あ
り
、
集
中
の
極
み
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
に
精
神
の
自
由
は
必
ず

あ
り
ま
す
。
ま
た
精
神
の
自
由
を
確
保

し
て

一
つ
の
も
の
を
つ
く
り
出
し
、創
作

①
教
育
研
究
助
成

左
記
の
よ
う
な
研
究
や
活
動
に
つ

い
て
助
成
し
ま
す
。
上
限
額
は
、
学

校
園
全
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

５０
万
円
、
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
に

っ
ぃ
て
は
２０
万
円
で
す
。

的
な
あ
る
形
を
生
み
出
す
と
い
つ
こ
と

は
、相
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
に
比
例
し
て
、作

品
を
鑑
賞
す
る
人
々
の
受
け
る
印
象

が
違
い
、心
に
訴
え
ら
れ
る
も
の
も
違
っ

て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
①
私
が
な
ぜ

人
を
モ
チ
ー
フ
に
選
ぶ
の
か
と
い
う
と
、

人
間
の
形
は
心
や
精
神
を
表
現
す
る

に
は

一
番
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、表
情
ひ

と
つ
で
確
実
な
精
神
性
が
出
る
か
ら
な

の
で
す
。
表
情
の
中
に
あ
る
崇
高
な
も

の
を
少
し
で
も
つ
く
っ
て
い
き
た
い
、
自

分
の
内
側
か
ら
沸
き
出
て
く
る
も
の
を

形
と
し
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思

②
研
究
大
会
助
成

教
育
内
容
、
方
法
等
の
研
究
成
果

を
発
表
す
る
研
究
大
会
の
開
催
を
対

象
と
し
て
助
成
し
ま
す
。
上
限
額
は

３０
万
円
で
す
。

●
対
象

（応
募
資
格
）

①
、
②
と
も
に
岡
山
県
下
の
学
校

園
の
先
生
方
等
の
教
育
関
係
者
や
保

護
者
の
方
々
を
対
象
に
助
成
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

「教
育
研
究
助
成
」
に
応
募
さ
れ

る
方
は
、
学
校
園
ま
た
は
教
育
委
員

会
等

へ
配
布
し
て
い
る
所
定
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
当
財

団
事
務
局
あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら

５
月
８
日

（必
着
）
ま
で
で
す
①

「研
究
大
会
助
成
」
は
、
予
算

の

範
囲
内
で
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

い
が
あ
り
ま
す
。
」
と
芸
術
へ
の
強
い
思

い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
塑
像
芸
術
に
は

心
と
身
体
に
密
接
な
関
係
が
あ
り
、作

品
か
ら
溢
れ
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

る
理
由
も
精
神
的
に
深
い
関
わ
り
が

あ
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

先
生
の
彫
刻
家
と
し
て
の
情
熱
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
」
等
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

人
間
の
精
神
を
表
現
す
る
彫
刻
の

奥
深
さ
と
、
心
の
あ
り
よ
う
が
い
か
に

大
切
か
と
言
う
こ
と
に
深
い
感
銘
を
受

け
る
講
演
で
し
た
。
　

　

　

（野
間
）

１
月
２４
日
、
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
第
２４
回
教
育
・文
化
講
演
会
を

開
催
し
、県
内
各
地
か
ら
約
１
７
０
名

の
方
々
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
、岡
山
大
学
名
誉
教
授
で
、

昨
年
Ｈ
月
２９
日
に
日
本
芸
術
院
の
新

会
員
に
な
ら
れ
た
彫
刻
家
の
蛭
田
二

郎
先
生
を
お
迎
え
し
、
「芸
術
創
造
の

心
に
つ
い
て
」
と
ｒ
つ
演
題
で
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
、
塑
造
芸
術
の
特
質
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
塑
造
と
ｒ
つ
も
の

が
、
い
か
に
人
間
の
身
体
感
覚
か
ら
生

ま
れ
出
る
か
と
り
つ
こ
と
を
具
体
的
に

お
話
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
よ
う

で
し
た
。
「
塑
造
と
は
、
自
分
の
手
の
ひ
ら
を

通
し
た
身
体
感
覚
で
つ
く
る
も
の
で
、

頭
で
つ
く
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア」

れ
は
人
間
の
内
部
感
覚
に
よ
っ
て
生
ま

れ
て
く
る
内
触
覚
性
で
す
。
作
品
を
つ

く
っ
て
い
て
、形
に
な
ら
ず
夜
も
眠
れ
な

い
と
ｒ
９
ど
う
し
よ
う
も
な
い
思
い
に

駆
ら
れ
、
自
然
に
そ
の
形
に
し
て
し
ま

う
と
ｒ
つ
こ
と
が
、
塑
造
芸
術
の
特
質

だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
全
盲
の
子

ど
も
が
つ
く
っ
た
作
品
に
も
表
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、自
分
が
触
り
、物
を
掴
む

感
覚
で
、
世
界
を
認
識
し
、
自
分
を
認

識
し
、
人
間
を
認
識
し
、
ア」
う
し
て
手

探
り
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
が
、
心
の

あ
り
よ
う
で
あ
り
、
認
識
の
あ
り
方
で

も
あ
る
と
分
か
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

感
覚
世
界
に
は
、
外
触
覚
、
視
触
覚
そ

し
て
内
触
覚
が
あ
り
、そ
れ
が
ス
ト
レ
ー

ト
に
自
分
の
意
識
を
超
え
て
出
て
く
る

コ
塗

鶴

徳

通

の

軽

に

つ

い

て
」

講
師

日
本
士ム
術
院

△ム
員

・
岡
山
大
学

名
誉
教
授

蛭

田

　

一
一郎

　

先

生

全盲の子どもがつくった作品の写真
について語られている様子

*教育研究助成の対象分野 *
①基礎学力の育成 (教科指導法の改善・教材

開発・教育課程の開発等)

②コミュニケーションカの育成

(国際理解教育・′卜学校英語等の推進)

③情報活用力の育成 (IT機器活用・1情報教育
の推進・図書館利用・NIE活動等)

④生きる力の育成

(道徳・総合・1寺活・生徒指導等)

⑤学校・家庭・地域の教育力の育成

(学校経営・PTA・地域等の連携)

ドンで
き
ま
す
。

０

「
英
語
教
育
重
点
地
区
・校
へ
の
助

成
」
及
び

「個
性
的
教
育
を
推
進
す
る

地
区
・校
へ
の
助
成
」
を
今
年
度
も
看

千
数
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
本
ウ
年
度
か

ら
の
新
規
助
成
事
業
と
し
て
「
学
力
・

人
間
力
育
成
推
進
事
業
」
も
合
わ
せ

て
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
ア」
れ
ら
の
申

請
書
に
つ
き
ま
し
て
は
直
接
、
財
団
事

務
局
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
に
つ
い
て
は
募
集
要
頂
ま
た

は
当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

●

問
い
合
わ
せ

福
武
教
育
振
興
財
団
事
務
局赤
松
ま
で

脚輔勲備廟卿卿岡
日Ｐアドレス

ｒ
命
一
も
く

＼
薫

薫

薫

・♂

席
年
一
ω
声
ρ

ｏ
ヽ
・一
ｏ
＼

ド

0●●0●0●0● 00●●

第24号
平成 18年4月 1日

(財 )福武教育振興財団

(財 )福武文化振興財団

〒700-0807

岡山市南方 3‐717

TEL 086-2215254

FAX 086-2323190

httP//ヽ Wヽw fllkutake orjpソ

制作 (株)吉備人

p4 0●0●00●O pl



不 易 (第24号 ) 0● 0●0●0● 不 易 (第 24号 )

わ
が

「き
ん
ち
ゃ
い
座
」
は
創
立

１０
年
を
経
過
、
２
隔
年
の
定
演
を
積

み
重
ね
、
そ
の
間
地
域
か
ら
の
要
請

に
も
対
応
、　
一
昨
年
度
は
津
山
市
の

「築
城
４
０
０
年
」
の
イ
ベ
ン
ト
に

２
時
間
４０
分
の
大
作

「石
の
記
憶
」

を
演
じ
、
昨
年
１０
月
末
に
は
そ
の
演

日
で
福
井
県
の

「国
民
文
化
祭
」
に

応
募
出
演
の
栄
を
得
ま
し
た
。

「き
ん
ち
ゃ
い
座
」
の
強
み
は
な

ん
と
い
っ
て
も
脚
本

・
山
田
氏
、
作

曲

・
矢
内
氏
、
作
舞

・
山
岡
氏
、
歌

唱

・
鈴
木
氏
と
、
創
作

・
演
出
の

一

座

長

河
井
　
兵
太

流
が
粒
揃
い
に
揃

っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
し
あ
わ
せ
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
土
壌
の
上
に
、
作

家
み
な
さ
ん
の

「郷
土

へ
の
こ
だ
わ

り
」
が
有
形
無
形
の
養
分
と
な

っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
遅
し
く
育

っ
て
い
く
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団

「き
ん
ち
ゃ
い

座
」
は
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
花
園

な
の
で
す
。

津
山
人
が
津
山
話
を
津
山
弁
で
語

る
、
そ
れ
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
仕
立

て
る
錬
金
術
師
が
脚
本
作
家
の
山
田

美
那
子
さ
ん
で
す
。

今

、

「
き
ん
ち

ゃ

い
座
」
は
次
回
山
口

の
国
民
文
化
祭
参
加

を
狙

い
な
が
ら
、
日

前
の
「美
作
大
学
新
体

育
館
」
落
成
記
念

（３

月
１９
日
）
に
出
演
の
【チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
咲
い
た
】
を

特
訓
中
。
明
治
維
新

に
先
駆
け

の
箕
作
既

市

の
生
涯
を
描
く
、

大
学

に
も
山

口
国
民

文
化
祭

の
テ
ー

マ
に

も
ぴ

っ
た
り

の
演
目

で
す
。

美
作
大
学
の
学
長
に
就
任
し
て

か
ら
早
く
も
８
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
。
時
の
流
れ
は
速
い
。
こ

の
間
取
り
組
ん
で
き
た
大
学
の
地

域
連
携
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
産
官
学
民
連
携
の
成
果

を
あ
げ
て
い
る
美
作
大
学
技
術
交

流
プ
ラ
ザ

（美
大
プ
ラ
ザ
と
略
称
）

で
あ
る
。
美
大
プ
ラ
ザ
は
平
成
１７

年
７
月
、
２６
社
の
企
業
の
加
盟
で

設
立
さ
れ
た
①
地
産
地
消
を
主
眼

と
し
、
３
分
科
会
に
分
か
れ
て
新

月
岡
山
県
の

「夢
づ
く
り
推
進
大

賞
」
の
受
賞
の
栄
に
浴
し
た
。

美
大
プ
ラ
ザ
の
成
果
は
そ
れ
を

支
え
た
関
係
者
の
努
力
の
賜
物
で

あ
り
、
ま
た
彼
ら
の
地
域
愛
、
地

域
連
携
の
ロ
マ
ン
、
夢
が
こ
れ
を

支
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
本
学
は
地
域
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
と
し
て
機
能
す
る
た
め
、
地

域
生
活
科
学
研
究
所
を
３
年
前
に

創
設
し
、
共
同
研
究
、
個
人
研
究

の
活
性
化
と
地
域
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

と
の
連
携
に
よ
り
、
保
育
所

・
幼

稚
園

・
小

・
中
学
校

・
福
祉
施
設

な
ど

へ
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
を
組
織
的
に
進
め
る
計
画
で
あ

る
。
大
学
は
、
本
組
織
を
通
し
て

学
生
達
に
社
会
性
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
、
動
労
意
欲
、
更

に
企
画
立
案
能
力
な
ど
社
会
に
出

た
時
に
要
求
さ
れ
る
能
力

（人
間

力
）
の
育
成
の
場
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
。
た
く
ま
し
く
生
き
る
力

を
持

っ
た
学
生
を
大
学
と
地
域
で

0
み
，
Ｉ
い
か
る
則
団
尋
ん
葛
争
い
饉

津山城築城の様子を演じました

を
い
た
だ
い
てｇ

ｅ

商
品
開
発
を
目
指
し
て
、
活
動
し

て
い
る
。

美
大
プ
ラ
ザ
設
立
か
ら
今
日
ま

で
開
発
し
た
商
品
は
１６
年
度
分
で

一
億

一
千
万
円
、
生
み
出
さ
れ
た

商
品
は
３４
種
に
も
及
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
た
い
し
て
、

美
大
プ
ラ
ザ
の
運
営
を
担

っ
て
い

る

「
つ
や
ま
新
産
業
開
発
推
進
機

構
」
が
岡
山
県
の
最
高
の
賞
で
あ

る

「三
木
記
念
賞
」
を
受
賞
。
さ

ら
に
美
大
プ
ラ
ザ
が
平
成
１７
年
５

研
究
、
受
話
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
岡
山
県
内
１５
大
学

に
よ
る

「大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

岡
山
」
に
も
参
加
し
、
広
域
的
に

地
域
連
携
を
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
地
域
の
教
育

。
文

化

・
福
祉
等
の
分
野
に
お
け
る
新

し
い

「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
津
山
」

の
設
立
を
進
め
つ
つ
あ
る
。
具
体

的
に
は
大
学
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
教
育
委
員

会
、
福
祉
協
議
会
、
な
ど
の
組
織

育
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
に
当

た

っ
て
筆
者
は
常
に

「地
域
は
教

師
」
の
想
い
を
も

っ
て
、
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

（福
武
文
化
振
興
財
団
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平
成

年
度
　
教
育
研
究
助
成
を
受
け
て

モ
コ

イ
ィ
ク
リ
ツ
シ
ユ

セ
ツ
タ
ー

代

表

名
合
　
智
子

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

リ
ソ
ー
ス
を
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

に
し
て
掲
載
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
た
。
毎
月
更
新
し
て
新
し
い

情
報
を
提
供
す
る
予
定
で
あ
る
。
又
、

同
時
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
育
て
る
た
め
の
英
語
活
動
と
し
て
、

ヵ
６０
ぺ
‐
ジ
に
及
ぶ
冊
子
を
６
０
０
部

印
刷
し
て
、
岡
山
の
多
く
の
小
学
校

教
師
に
機
会
を
見
て
は
、
配
布
し
た
。

そ
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
は

「
こ
の
冊

子
は
福
武
教
育
振
興
財
団
の
教
育
研

究
助
成
金
を
受
け
て
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
」
と
の

一
文
を
記
載
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
に
大
い
に
助
成
金

が
役
立
ち
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
す

る
次
第
で
す
①
今
後
は
、
必
須
化
に

な
る
う
と
し
て
い
る
英
語
活
動
の
評

価
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

４
年
間
連
続
し
て
授
業
を
さ
せ
て

も
ら

っ
た
あ
る
小
学
校
の
児
童
は
、

英
語
の
音
声
を
楽
し
み
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
着
実
に
身
に
付

け
て
い
る
。
外
国
人
の
お
客
様
が
見

え
る
と
、
自
分
か
ら
大
き
い
声
で
あ

い
さ
つ
を
す
る
。
以
前
は
、
下
を
向

い
て
い
た
児
童
も
、
今
は
大
き
い
声

で
歌
を
歌
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
し
て
い
る
。
私
は
、
英
語

活
動
ほ
ど
児
童
を
元
気
に
、
積
極
的

に
す
る
も
の
は
な
い
と
自
信
を
持

っ

て
言
い
た
い
。

餓

み
の
り
あ
る
教
育
に
向
け
て

―
学
校
地
域
で
「確
か
な
学
力
」
を
育
て
る
Ｉ

講
師
　
東
京
大
学
　
大
学
院
教
授

・
文
学
博
士
　
市
市
川
　
伸
上
　
　
牛
年
一

児
童
の
教
育
に
関
し
て
は
、
何
を

教
え
る
に
し
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ

る
が
、
特
に
英
語
を
教
え
る
場
合
は
、

将
来
の
人
間
像
を
見
据
え
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
国
際
人
と
し
て

世
界
の
人
々
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
人
を
育
て
る
こ

と
で
あ
る
。
松
香
洋
子
女
史
の
言
葉

に

「子
ど
も
は
未
来
か
ら
の
留
学
生
」

が
あ
る
が
、
名
言
で
あ
る
と
思
う
。

外
国
を
訪
れ
て
思
う
こ
と
は
、
日
本

の
児
童
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
下
手
だ
と
危
惧
す
る
。

小
学
校
英
語
活
動
が
始
ま

っ
て
、
岡

山
の
児
童
を
国
際
人
に
育
て
た
い
と

い
う
強
い
思
い
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

永
年
の
民
間
で
の
経
験
に
よ
る
ノ

ウ
ハ
ウ
と
大
学
院
で
学
ん
だ
理
論
を

伝
え
る
た
め
に
、
あ
る
小
学
校
で
出

張
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
た
。
同
時
に
山

陽
学
園
の
社
会
人
コ
ー
ス
で
小
学
校

教
師
対
象
の
児
童
英
語
教
授
法
を
担

当
し
た
。
そ
う
こ
う
す
る
内
に
英
語

活
動
に
対
す
る
認
知
度
も
高
く
な
り
、

い
く
つ
か
の
小
学
校
か
ら
の
要
請
が

あ
り
山
陽
の
コ
ー
ス
を
終
了
し
た
民

間
の
仲
間
と
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
た
が
、

予
算
が
な
く
教
材
は
持
ち
出
し
で
あ

っ
た
。
そ
の
時
、
友
人
に
教
え
て
貢

っ
た
の
が
、
福
武
教
育
振
興
財
団
の

教
育
研
究
助
成
制
度
で
あ
る
。
早
速

応
募
し
て
、
始
め
て
助
成
を
受
け
た

の
が
３
年
前
で
、
そ
れ
か
ら
連
続
受

け
て
い
る
。
１
年
目
は
、
仲
間
の
レ

ッ
ス
ン
料
を
支
払

っ
た
り
、
専
門
家

”ｎ中中”

と
し
て
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
、
児
童
英
語
教
育
の
理
論
を

伝
え
る
こ
と
が
初
隼
度
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
取
り
組
ん
だ
。
２
年
目
は
、

小
学
校
の
初
心
者
の
教
師
が
自
信
を

持

っ
て
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
レ
ッ

ス
ン
プ
ラ
ン
の
シ
ス
テ
ム
化
と
４０
レ

ッ
ス
ン
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
て
、
い
ろ

い
る
な
場
で
紹
介
し
た
。
３
年
目
は
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
意
味
も
兼
ね
て
、

教
師
が
い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に
ダ

財
団
法
人
福
武
教
育
振
興
財
団
と

福
武
文
化
振
興
財
団
は
、
昨
年
１２
月

２６
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

に
て
教
育
特
別
諦
演
会
を
開
催

い
た

し
ま
し
た
。

当
日
は
県
内
各
地
よ
り
教
育
関
係

者
を
中
心
と
し
て
約
四
百
名
も
の
参

加
が
あ
り
、
会
場
内
は
寒
さ
を
吹
き

飛
ば
す
ほ
ど
の
熟
気
に
包
ま
れ
、
現

在
の
学
校
教
育
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
に
い
た
る
経
緯
と
し

て
当
財
団
は
、
何
度
も
東
京
大
学
の

市
川
研
究
室
に
足
を
運
び
、
先
生
の

提
唱
な
さ

っ
て
い
る

「学
ぶ
意
欲
と

ス
キ
ル
を
育
て
る
」
学
力
向
上
策
に

つ
い
て
ご
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
市
川
先
生
の
ご
指
導
の
元

に
富
山
県
教
育
委
員
会
の
推
進
事
業

や
研
究
指
定
を
受
け
、
３
年
間
研
究

を
し
て
い
る
富
山
県
滑
川
市
立
寺
家

小
学
校
の
研
究
大
会
も
祝
察
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
当
財
団
と
し
て
も
提

唱
さ
れ
て
い
る
お
考
え
に
大
い
に
共

鳴
し
、
先
生
の
お
考
え
を
岡
山
県
教

育
界
に
お
い
て
も
知

っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
か
ら
こ
の
講
演
会
を

企
画
い
た
し
ま
し
た
①

実
際
の
ご
講
演
で
は
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
さ
れ
な
が
ら
、
現
在
の
教

育
の
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
わ
か
り

や
す
く
話
さ
れ
、
人
間
力
と
い
う
新

し
い
概
念
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
ま

し
た
①
ご
諦
演
の
後
に
は
活
発
な
質
疑
応

答
も
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
当
財
団
に
お
き
ま
し
て
は

平
成
１８
年
度
の
教
育
助
成
の
中
に
新

た
に

「学
力

・
人
間
力
育
成
推
進
事

業
助
成
」
を
も
う
け
る
予
定
で
す
。

詳
細
は

（財
）
福
武
教
育
振
興
財
団

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（赤

松
）

教
育
特
別
講
演
会
開
催
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